
農
地
改
革
の
結
果
の
二
三
に
つ

い
て

－阿
　
部

矢
　
　
一
一

抽
祝
と
感
謝
の
こ
こ
ろ
を
こ
め
て
、
こ
の
小
論
丈
を
末
川
博
先
生
に
献
げ
ま
す
。

１■

経
営
の
零
紬
化

農
地
所
有
の
零
紬
化

　
終
戦
の
年
の
十
二
月
九
日
付
総
司
令
部
に
よ
っ
て
交
付
さ
れ
た
「
農
地
改
革
に
関
す
る
覚
書
」
を
一
つ
の
始
発
力
と
し
て
開
始
さ

れ
た
日
本
の
農
地
改
革
は
、
約
東
さ
れ
た
三
年
間
で
と
も
か
く
も
予
定
計
画
を
ほ
ぽ
完
遂
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

二
十
四
年
十
月
二
十
一
巨
、
農
地
改
革
三
周
年
紀
念
日
に
は
、
マ
ツ
ク
ァ
ー
サ
ー
元
帥
は
吉
田
総
理
大
臣
に
宛
て
書
翰
を
送
り
、
そ

の
う
ち
で
、
今
日
ま
で
遂
行
さ
れ
た
事
業
は
「
巳
本
が
一
民
主
国
家
と
し
て
成
熟
期
に
達
せ
ん
と
し
て
い
る
最
も
重
要
な
一
証
左
」

で
あ
る
と
も
「
史
上
恐
ら
く
最
も
成
果
を
収
め
た
農
地
改
革
計
画
」
で
あ
る
と
も
い
っ
て
こ
の
改
革
の
続
果
に
満
是
の
意
を
表
し
た
。

　
も
と
も
と
、
こ
の
改
革
の
主
旨
と
し
て
謁
わ
れ
た
と
こ
ろ
は
「
農
村
に
お
け
る
封
建
制
度
」
Ｈ
封
建
的
土
所
地
有
・
零
細
隷
農
制

の
根
絶
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
と
も
か
く
、
こ
の
改
革
の
成
果
が
買
収
地
一
七
七
万
一
千
町
歩
　
　
予
定
二
〇
〇
万
町
歩
　
　
不
在

　
　
農
地
改
革
の
緒
果
の
二
三
に
つ
い
て
（
阿
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
（
五
四
七
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
一
　
－
、
　
　
　
　
』
・
、
　
　
　
　
　
．
、
、
　
　
一
，
　
　
、
．
　
　
．
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
（
五
四
八
）

　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
．
六
号
）

地
主
の
消
滅
・
小
作
農
戸
数
五
分
の
一
以
下
一
の
激
滅
、
自
作
農
戸
数
の
約
二
倍
増
差
つ
て
示
さ
れ
誉
、
誰
し
美
麗
に
は

そ
の
成
功
を
認
め
る
で
み
ろ
う
。

然
し
奈
ら
・
農
地
改
革
は
・
内
讐
は
在
村
地
主
に
一
町
護
度
の
土
地
所
有
を
認
め
、
限
賢
上
の
小
作
地
の
解
放
、
つ
ま

り
現
在
小
作
し
て
い
を
の
に
そ
の
土
地
所
有
名
義
を
書
き
か
え
て
や
る
と
い
う
方
法
に
よ
つ
た
の
で
あ
つ
て
、
肇
の
腎
は
小

作
制
か
書
作
制
一
茗
た
に
し
て
も
・
土
地
所
有
名
義
を
与
奮
れ
た
従
前
の
小
作
人
の
経
営
両
積
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
一
畝

で
嘉
享
措
置
は
と
完
豪
｛
そ
れ
だ
か
ら
、
肇
は
不
在
地
主
は
一
掃
し
た
が
、
そ
の
奮
に
家
族
警
に
よ
つ
て
膚

立
し
う
書
作
警
多
数
裂
し
た
の
で
窪
く
、
た
だ
多
数
の
零
細
耕
地
所
有
者
を
創
出
し
た
墨
ぎ
き
。
零
細
講
作
を
そ

の
ま
ま
に
し
た
農
地
改
革
は
・
自
作
農
主
義
の
貫
徹
隻
る
自
由
末
農
の
創
掌
な
く
、
小
土
地
所
有
者
の
多
数
董
に
よ
る
ブ
・

ル
ジ
ョ
ァ
民
主
主
義
の
維
持
策
に
止
っ
た
の
で
あ
る
。

経
営
耕
地
は
他
人
名
義
で
あ
一
て
畜
己
名
義
で
あ
一
て
も
、
そ
の
零
細
規
模
が
止
揚
さ
れ
き
腎
、
餐
の
土
程
対
す
る

欝
は
い
や
さ
れ
奪
改
革
の
結
果
は
上
層
餐
の
崩
藩
、
零
細
餐
属
の
増
加
と
な
つ
て
い
る
。
自
作
農
は
二
借
隻
つ
た
が

そ
の
六
〇
髭
は
一
町
歩
以
下
の
経
営
地
竃
つ
も
の
で
君
、
総
蒙
覧
て
嘉
養
家
が
過
半
奪
め
て
い
る
。
大
半
の
農

家
は
家
族
労
働
蓄
家
の
耕
地
の
上
で
完
倉
燃
讐
せ
て
自
営
自
一
苫
で
き
る
小
讐
は
き
、
釜
、
零
襲
経
営
で
は
荒

が
常
態
ピ
が
・
総
農
家
の
二
分
の
一
は
多
宇
こ
春
地
し
て
い
る
の
麦
る
。
零
細
農
に
と
つ
て
土
地
は
生
産
手
段
で
あ
る
吉
も

生
活
手
段
で
あ
り
・
彼
等
の
生
命
は
そ
の
耕
作
す
る
零
細
地
片
の
上
に
託
さ
れ
て
い
る
。
耕
作
面
積
が
小
さ
け
註
小
さ
い
ほ
ど
、

そ
の
気
を
構
成
す
る
零
細
借
地
片
の
生
計
に
対
す
る
重
要
さ
は
加
わ
る
。
ン
、
う
い
う
意
味
で
、
地
主
制
は
改
革
裏
面
的
に
寒

く
な
一
た
と
し
て
も
・
難
の
蕃
借
が
零
襲
の
生
活
の
上
に
実
際
及
ぽ
し
う
る
圧
力
は
梢
当
き
び
し
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
小



作
契
約
が
文
書
化
さ
れ
た
ぐ
ら
い
で
は
、
耕
地
の
貸
借
は
単
な
る
賃
貨
借
契
約
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
１
数
世
紐

に
わ
た
る
封
建
制
Ｌ
の
根
が
ま
だ
生
き
の
び
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
農
地
改
革
が
農
氏
の
解
放
へ
い
た
る
前
段
階
と
し
て
農
民
に
小
所
有
を
与
え
る
こ
と
は
合
理
的
で
も
あ
ろ
う
が
、
零
細
農
の
小
所

有
を
固
定
化
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
自
作
農
創
設
維
持
に
止
ま
る
「
改
革
」
で
は
、
巳
本
の
氏
主
化
は
極
く
狭
い
権
内
で
不
完
全

に
し
か
実
現
さ
れ
な
い
。
以
下
改
革
の
結
果
に
つ
い
て
若
干
の
批
判
を
記
そ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
経
営
の
零
細
化

　
農
地
改
革
が
一
つ
の
大
き
い
要
因
と
し
て
そ
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
戦
後
の
諾
条
件
の
も
と
で
、
日
本
農
業
の
経
営
彩
態
は
ど
う
変

化
し
た
か
。
そ
れ
を
知
る
た
め
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
、
経
営
耕
地
面
積
に
よ
っ
て
階
層
ず
け
た
農
戸
数
と
そ
の
各
Ａ
の
総
農
戸
数

に
対
す
る
比
率
を
、
終
戦
前
後
の
時
期
、
特
に
農
地
改
革
が
一
応
完
了
し
た
昭
和
二
十
五
年
を
と
っ
て
比
較
す
る
と
第
－
表
の
よ
う

磧面地
数

耕
家

営
膿

経
獅

峻
広

第

年

２

５

Ｏ

２

４，

口

８

禾昭

－１
■

’

年
戸
２
６
）

Ｏ

Ｏ

２

３

１

３

ｐ
ｏ
、
ノ

８

６

繊

８
）

’
０
）

３
■
ｏ

１

沸

繊

織
棚
嚇
撚
嚇

堺

口禾

雅
坐

昭

５
（

ユ

（

１

１

（

－

ｉ

数

浦
反

町

町
　
町

町

町

町

町
上

の
け

未
　
５

１

３

５

Ｏ

２
０
以

定
う

～
１
　
～
一
　
５
１
■
　
　
　
．
　
　
１

１

反
　
一

～

～

～

～
町

規
を
の

総

３
　
　
３

反

２

３

５

Ｏ
Ｏ

外
用
も

５

１
・
一
　
２

例
適
る

）リよ表計統省林農次町第（

農
地
改
革
の
結
果
の
二
三
に
つ
い
て
（
阿
部
）

で
あ
る
。

　
こ
の
表
に
よ
っ
て
見
る
と
、
農
地
改

革
の
結
果
が
一
応
総
括
さ
れ
る
二
十
五

年
は
十
六
年
に
比
較
し
て
、
総
農
戸
数

ノ
し
六
十
七
万
四
千
以
上
（
二
一
％
強
）

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
増

加
は
五
反
歩
未
満
農
家
の
六
十
九
万
戸

　
　
　
　
　
一
五
（
五
四
九
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ
（
五
五
〇
）

余
増
、
五
反
以
上
一
町
未
満
農
家
の
三
十
二
万
五
千
戸
余
増
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
一
町
五
反
歩
以
上
の
農
家
は
例
外
な

く
減
少
し
そ
の
総
計
三
十
四
万
戸
余
に
及
ん
で
い
る
。
上
部
階
層
の
崩
落
に
よ
る
零
細
農
の
激
増
で
あ
る
。

　
こ
れ
を
総
農
戸
数
に
対
す
る
比
率
で
兇
る
と
、
二
十
五
年
は
、
五
反
未
滴
の
極
零
細
農
階
属
は
三
三
％
か
ら
四
一
％
に
、
ゴ
反
以

上
一
町
未
滞
階
層
は
三
〇
％
か
ら
三
二
％
に
増
加
し
、
こ
の
二
者
を
併
せ
た
零
細
農
階
属
は
七
ご
十
劣
の
割
合
を
占
め
、
日
本
農
業
経

営
規
模
の
零
細
性
を
異
常
に
お
し
す
す
め
た
こ
と
が
明
ら
か
に
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
零
細
農
戸
を
増
加
さ
せ
た
原
因
は
、
　
必
ず
し
も
直
接
農
地
改
革
の
み
に
帰
す
べ
き
で
は
な
い
。
終
戦
時
の
復
員
兵

士
、
引
揚
者
、
失
業
者
の
帰
村
、
食
糧
難
に
よ
る
疎
開
者
そ
の
他
多
数
の
素
人
百
姓
の
籏
生
が
あ
っ
た
時
期
に
農
地
改
革
が
重
り
あ

っ
て
開
始
さ
れ
た
と
い
う
事
惜
が
、
零
細
農
経
営
を
一
層
甚
し
い
程
度
に
促
進
し
た
こ
と
は
確
ノ
し
あ
る
。
改
革
に
よ
る
土
地
買
収
を

免
か
れ
ん
と
す
る
地
主
は
、
所
有
地
の
闇
売
、
分
家
等
の
名
に
よ
る
分
割
、
贈
与
、
小
作
地
取
上
げ
　
　
戦
後
二
ヶ
年
で
五
十
余
万

件
　
　
、
自
作
化
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
抜
け
道
を
ぬ
け
め
な
く
悪
用
し
た
。
そ
の
締
果
が
全
体
と
し
て
の
経
営
を
零
細
化
し
、
且
つ
極

零
細
農
家
戸
数
を
著
し
く
増
加
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
の
諾
事
情
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ノ
し
行
わ
れ
た
農
地
改
革
の
重
大
な
結
果
の
一
つ
は
、
、
１
、
れ
ゆ
え
、
経
営
面
積
　
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表

を
規
準
と
す
る
農
家
の
階
層
別
構
成
に
つ
い
て
い
え
ば
、
第
一
、
総
農
家
戸
　
捌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
統

数
の
著
増
、
第
二
、
こ
の
著
増
は
極
零
細
蒙
１
１
不
完
全
嚢
層
に
淳
る
削
　
　
　
　
　
　
榊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農

も
の
で
あ
り
、
上
部
階
層
は
滅
少
し
た
こ
と
、
第
三
、
全
体
と
し
て
の
農
業
　
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｗ

経
営
規
模
の
一
属
○
零
細
化
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悌

　
こ
れ
を
盲
作
纂
だ
け
に
つ
い
て
見
て
も
同
様
で
あ
る
コ
戸
数
と
し
て
は
自

年
一
〇

２同

、
１

年６１回禾昭

数
作
作
作
作
他

小
　
自
　
　
　
の

総
自
　
自
　
小
　
小
　
そ

１
’
■
１
１



作
農
は
戦
前
の
倍
以
上
、
総
農
家
の
六
一
％
強
を
占
め
る
ほ
ど
増
加
し
た
。
（
第
２
表
参
照
）
内
地
総
耕
地
の
八
八
％
は
自
作
地
と
な

り
、
終
戦
時
の
白
作
地
を
二
十
四
年
の
そ
れ
と
比
較
す
る
と
五
五
％
増
と
な
っ
て
い
る
。
（
第
３
表
参
照
）
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な

）は動変の積面地耕ｕ易者有所表３第

地

町０

Ｏ

０

Ｏ

７

５

３

６

４
，

１
，

９

作

Ｏ
，

０

６

ユ

３

５

７

７

８
，

２

５

、

１

乃

、

１

地

町Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

２

８

８

４

２
，

Ｏ

作

４
，

３
，

Ｆ
ｏ

９

Ｏ

５

１

６

４

３
，

４

６
，

６

自

２

３

、，
積

町０

Ｏ

Ｏ

Ｏ

面

９

３

１

Ｏ

６
，

２
，

４
４
，

■

地
Ｆ
つ

Ｏ

１

耕

８

７

４

１

ユ
，

６

り
－
，

７

総

４

４

■
■
．
’
■

一
－
ｉ
■
－
１
　
　
　
　
　
　
　
」

■
■

地
道

地
道

海

内

ヒ↓

内
竺■

時

年
目
．

戦

雅
１

定
、
茅

瑚
一

１

　
零
紬
農
耕
は
「
半
隷
農
的
零
紬
農
耕
」
と
い
わ
れ
る
よ
、
つ
に

こ
の
基
抵
維
持
ｏ
反
作
用
を
し
て
き
た
も
○
で
あ
る
、

立
し
た
零
細
農
耕
を
解
消
し
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、

　
　
農
地
改
革
の
結
果
の
二
三
に
つ
い
て

著
増
は
零
細
自
作
農
の
階
層
に
お
い
て
生
じ
た
の
ノ
し
る
。
昭
和
二
十
五
年
現
在
に
お
い
て
、
自
作
農

家
の
う
ち
経
営
農
用
地
面
積
五
反
歩
未
満
の
も
の
は
総
自
作
農
戸
数
の
三
二
％
、
一
町
五
反
歩
未
満

の
も
○
と
な
る
と
七
九
％
に
も
及
び
（
第
２
７
次
農
林
省
統
計
表
参
照
）
第
－
表
に
示
さ
れ
た
総
農
家
の

経
営
規
模
よ
り
も
一
属
零
細
の
度
を
加
え
て
い
る
。
地
主
的
土
地
所
有
は
巳
本
農
氏
を
数
百
年
に
わ

た
っ
て
収
隷
状
態
に
つ
な
い
で
い
た
封
建
制
度
の
基
盤
で
あ
る
と
い
う
「
覚
書
」
の
認
識
は
正
し
か

っ
た
が
、
不
在
地
主
を
一
掃
し
在
村
地
主
の
保
有
地
を
一
町
均
一
に
切
り
つ
め
、
耕
作
者
刈
土
地
所

有
者
を
つ
く
り
出
す
と
い
う
方
法
は
、
果
し
て
改
革
の
目
的
　
　
農
村
の
民
王
化
　
　
に
対
し
て
正

し
い
方
法
で
あ
っ
た
ろ
う
か
し
改
革
の
締
果
と
し
て
現
わ
れ
た
著
る
し
い
現
象
は
農
業
経
営
規
模
の

零
細
化
で
あ
る
。
こ
の
零
細
化
は
経
営
両
積
二
町
歩
以
上
の
上
部
階
層
農
家
○
崩
落
、
五
反
歩
未
満
の

極
一
苓
細
農
階
層
の
著
増
に
よ
り
、
叉
従
前
一
町
五
反
乃
至
二
町
歩
規
棋
の
中
農
屑
中
心
が
一
町

乃
至
一
町
五
反
歩
層
へ
ず
り
さ
が
っ
た
事
実
に
よ
り
示
さ
れ
る
と
お
り
、
経
営
規
模
零
細
化
の
悪
質

な
累
進
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
半
封
建
的
・
地
キ
的
・
土
地
所
有
を
准
代
と
し
て
成
立
し
且
つ
、

　
　
　
　
　
、
　
　
　
と
こ
ろ
が
、
農
地
改
革
は
地
キ
的
土
地
所
有
を
改
革
し
た
が
、
そ
の
上
に
成

　
　
　
　
　
　
　
　
む
し
ろ
強
化
し
た
。
従
っ
て
日
木
の
農
民
の
「
半
隷
農
的
」
状
態
は
そ
の
ま
』

　
　
　
（
阿
部
・
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
（
五
五
一
〉



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
｝
、
、
一
い
一
べ
：
、
、
、
、
．
　
一
一
、
．
－
ウ
　
　
　
、
　
、
、
・

　
　
立
命
館
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
　
　
一
八
（
五
五
二
）

で
あ
り
、
農
村
は
何
処
で
も
万
事
も
と
の
ま
』
、
数
百
年
の
遺
風
を
保
守
し
て
健
全
で
あ
る
。
零
細
農
制
の
基
抵
と
し
て
表
両
、
目

に
つ
い
た
半
封
建
的
大
土
地
所
有
乃
至
不
在
地
主
は
改
革
で
姿
を
消
し
た
が
、
改
革
は
土
地
所
有
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
意
図
は
始

め
か
ら
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
反
対
に
農
民
的
土
地
所
有
　
　
自
作
農
制
　
　
を
二
百
万
町
歩
の
大
規
模
に
つ
く
り
出
す
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
独
占
資
本
の
段
階
で
支
配
者
の
手
で
行
わ
れ
た
。
資
本
は
総
じ
て
剰
余
価
値
収
取
以
外
の
こ
と
に
興
味
を
も
つ
も
の
で

は
な
く
、
剰
余
価
値
の
収
取
は
勤
労
者
の
隷
従
を
不
可
欠
の
条
件
と
す
る
。
ン
、
れ
で
戦
後
弱
体
化
し
た
資
本
の
再
建
は
、
肝
謂
氏
主

主
義
の
外
衣
を
着
せ
た
と
こ
ろ
の
勤
労
者
の
新
ら
た
な
隷
従
形
態
の
創
出
か
ら
手
を
つ
け
ね
ば
な
ら
光
か
っ
た
。
零
細
農
耕
の
ま
ま

の
土
地
所
有
の
改
革
は
、
ン
、
れ
ゆ
え
「
改
革
」
と
い
う
呼
び
名
が
民
主
的
響
き
を
も
つ
に
し
て
も
、
結
果
と
し
て
は
、
む
し
ろ
「
半

隷
農
的
」
状
態
に
お
い
て
農
氏
の
資
本
に
対
す
る
隷
從
を
確
保
す
る
と
い
う
資
本
の
実
質
的
要
求
を
、
変
改
す
る
つ
も
り
は
も
と
よ

り
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
農
地
改
革
の
過
程
に
お
い
て
、
地
主
的
土
地
所
有
が
払
い
の
け
ら
れ
た
あ
と
に
は
独
占
資
本
が
零
細
農
耕
の
基
抵
と
し
で
座
り
込

み
、
半
封
建
的
高
率
地
代
・
小
作
料
の
代
り
に
重
税
と
低
米
価
供
出
と
独
占
価
格
が
零
細
農
耕
と
農
氏
の
隷
従
を
維
持
強
化
し
た
。

農
業
の
生
産
様
式
は
農
地
改
革
に
よ
っ
て
何
ん
の
変
化
も
受
け
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、
農
氏
の
生
活
様
式
も
観
念
も
ま
た
当
然
も
と

の
ま
ま
で
あ
る
べ
き
筈
で
あ
る
。
ン
、
し
て
或
程
度
ま
で
は
、
お
く
れ
た
生
産
様
式
と
お
く
れ
た
観
念
と
は
相
互
に
自
他
に
働
き
か
け

て
自
己
を
維
持
す
る
。
零
細
農
制
に
つ
い
て
い
え
ば
、
農
民
の
零
細
土
地
所
有
は
彼
等
○
貧
困
と
無
知
と
隷
従
を
産
み
出
す
が
、
同

時
に
彼
等
の
貧
困
、
無
知
、
隷
従
は
零
細
土
地
所
有
を
維
持
す
る
。
彼
等
の
所
有
は
生
産
と
生
活
の
独
立
を
保
証
し
な
い
、
従
っ
て

所
有
○
実
質
的
意
義
を
も
た
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
彼
等
を
小
所
有
の
狂
信
者
に
す
る
。
農
民
の
も
つ
零
細
地
片
は
、
ン
、
れ
に
頼
る
に

は
余
り
に
小
さ
過
ぎ
る
生
産
手
段
で
あ
り
、
棄
て
る
に
は
余
り
に
惜
し
く
大
事
な
生
活
手
段
で
あ
る
。
だ
か
ら
小
農
は
小
所
有
に
し



が
み
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
己
を
い
よ
い
よ
強
く
貧
困
と
権
力
に
隷
従
さ
せ
る
。
農
氏
の
大
部
分
を
借
金
．
兼
業
．
出
稼
農
民
と

　
し
て
半
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
的
低
生
活
に
つ
な
ぎ
と
め
な
が
ら
、
な
お
労
働
者
階
級
と
の
同
盟
へ
容
易
に
走
ら
せ
な
い
た
め
の
足
椥
の
役

．
割
を
す
る
も
の
・
そ
れ
が
零
細
農
地
所
有
。
て
あ
る
二
か
く
て
零
細
地
片
を
負
わ
さ
れ
た
貧
農
大
衆
の
存
在
は
「
資
本
制
的
生
産
様
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

　
の
一
実
存
条
件
」
で
あ
り
・
彼
等
は
「
全
く
絶
対
的
に
資
本
に
属
す
る
と
こ
ろ
の
産
業
予
備
軍
」
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
支
配

階
級
に
対
す
る
彼
等
の
隷
従
を
完
全
に
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
総
司
令
部
の
「
覚
書
」
の
う
ち
で
列
挙
さ
れ
た
日
本
農
業
を
蝕
ん
で
き
た
と
こ
ろ
の
害
悪
の
一
つ
は
「
農
地
に
お
け
る
過
度
の
人

　
口
集
中
」
で
あ
っ
牟
そ
し
て
改
革
は
、
勿
論
こ
の
害
悪
の
「
根
絶
、
破
壊
」
を
図
し
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
結
果
は
反
対
の
事
実

　
　
　
農
業
人
口
増
・
経
営
規
模
縮
少
　
　
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
何
故
か
。
自
由
な
る
世
界
で
は
、
自
由
な
る
人
の
善
良
な
希
望
や

　
意
図
な
ど
に
か
か
わ
り
の
な
い
資
本
の
盲
目
的
な
意
欲
が
支
配
し
、
そ
の
意
欲
に
反
し
な
い
も
の
の
み
が
必
然
に
実
現
す
る
自
由
を

　
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
改
革
の
場
合
に
つ
い
て
も
実
現
さ
れ
た
の
は
、
資
本
の
盲
目
的
な
意
欲
ｒ
外
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
「
過
度
の

　
人
口
集
中
」
・
農
村
に
お
け
る
潜
在
的
過
剰
人
口
、
資
本
に
と
っ
て
潤
れ
る
こ
と
の
な
い
剰
余
価
値
の
貯
水
池
の
「
根
絶
、
破
壊
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

　
で
は
な
く
て
、
反
対
に
そ
の
維
持
、
補
強
で
あ
る
。

　
（
詮
）

　
○
い
農
地
改
革
記
録
委
員
会
編
纂
「
農
地
改
革
顧
末
概
要
」
八
二
五
頁

　
似
　
長
谷
部
文
雄
訳
「
資
本
論
」
青
木
丈
庫
版
岬
の
九
八
○
頁
参
照

剛
農
地
改
革
の
担
当
当
局
た
る
農
政
局
は
・
昭
和
二
十
三
年
十
月
そ
の
「
農
業
政
策
の
大
綱
一
隻
い
て
「
農
叢
奮
、
嚢
が
独
立
の
自
作
農

　
　
　
と
な
一
て
・
そ
の
警
か
皇
ず
る
剰
余
を
嚢
経
営
に
投
入
し
自
主
的
に
農
業
の
震
を
差
ら
す
こ
と
を
期
待
し
た
の
で
あ
る
、
、
」
と
述
べ
、

　
　
　
叉
第
一
次
農
地
改
革
の
震
に
あ
言
・
昭
和
二
士
年
一
月
、
全
国
農
驚
長
会
議
隻
い
て
農
政
局
長
は
「
農
地
改
革
の
嚢
一
の
ら
。
ち
で

　
　
　
農
地
改
革
の
精
果
の
二
三
に
つ
い
て
一
纂
ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
五
誓
一
一
一



立
命
館
経
済
掌
（
第
一
春
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
（
五
五
四
）

「
耕
作
者
が
独
立
自
営
の
農
民
と
な
リ
、
自
ら
経
営
の
主
体
と
な
リ
、
他
面
杜
会
的
地
位
と
責
任
を
自
覚
し
自
己
の
尊
厳
と
他
人
の
人
格
を
尊
重

す
る
よ
う
な
文
化
を
も
っ
た
状
態
に
な
る
な
ら
ば
、
長
い
間
目
本
農
村
社
会
を
規
定
し
て
い
た
封
建
性
は
打
破
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
土
地
改
革
は

農
村
民
主
化
の
基
礎
で
あ
る
、
」
と
善
良
な
る
意
図
を
吐
露
し
た
。
（
農
林
省
編
集
「
農
林
年
鑑
」
昭
和
二
十
三
年
度
版
、
七
三
－
七
四
頁
参
照
）

皿
　
農
地
所
有
の
零
細
化

態形有所の地農総表４第

均
積

平
酉

町
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１

９

５

２

戸
有

１
●

３
●

７
●

５
●

８
●
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●

２
●

２
■

１

０

０

１

３

６

６

２

一
所

１

８

ｉ
　
　
■

有
積

％
Ｏ

Ｏ
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●

６
●
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●

１
●

８
●
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●

７
●

１

５

６

３

４

２

２

４

所
面

１

１

２

１

１

１

有
数
％
。
・

６
■

３
６
●

３
●

２

９

●

●

１
●

１

９

５

７

４

０

０

所
者

４

２

１

１
１
’

－
　
　
　
　
－
　
　
；
「
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
１
－
－
　
，
；
１
　
　
　
■
　
　
　
－
■
　
　
　
　
□

町
蝸

７
７
■

１

０

９

７

積

５
■

７

５

面

０
４

７
０
３
９
３
２
０
１
２
８
盟
３
７

，

有

０

舶

２

９

２

４

６

４

８

所

９

９

４

８

７

７

２

，５

数
戸
雅

１

Ｏ

０

８

２

３

０

１

６

３

７

１

７

１

者

４

０

０

９
１
，

１
，

７

，

，

，

，

４
，

有

４

嚇
脳
螂
刎
ｍ
萄
３

所

１
，

５

■
１
－

１
　
　
Ｉ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
’
１

，
　
　
　
１
１
　
　
　
　
　
　
　
　
１

数

満
町

町

町

町

町

上

総

嚇
讐
ば
剛

．
」

）課計統省林農国全一竿
１
０和昭（

　
零
細
農
耕
の
基
低
は
地
主
的
土
地
所
有
で
あ
る
か
ら
零
細
農
経
営
及
び
零
細

農
地
所
有
の
存
在
は
、
当
然
大
土
地
所
有
の
存
在
を
予
定
し
て
い
る
。
然
し
な

が
ら
日
本
で
は
農
業
の
大
規
模
な
資
本
主
義
的
経
営
が
支
配
的
に
な
ら
な
か
っ

た
の
で
、
資
本
に
よ
る
土
地
兼
併
も
ま
た
極
端
な
程
度
ま
で
は
行
わ
れ
な
か
っ

た
。
概
し
て
い
え
ば
、
五
十
町
、
千
町
地
主
は
例
外
的
少
数
で
あ
り
、
そ
の
所

有
地
面
積
の
総
耕
地
面
積
に
対
す
る
割
合
も
問
題
に
す
る
に
あ
た
ら
な
い
程
軽

微
な
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
っ
て
も
、
戦
前
純
粋
寄
生
可
能
と
さ
れ
た
所
有
両

積
の
限
度
、
五
町
歩
、
以
上
の
所
有
を
と
っ
て
日
本
に
お
け
る
地
主
的
土
地
所

有
と
み
る
な
ら
ば
、
日
本
の
土
地
所
有
も
ま
た
榊
当
甚
だ
し
い
不
均
衡
を
示
し

て
い
る
二

　
昭
和
十
年
現
在
に
お
け
る
所
有
形
態
は
第
４
表
に
見
る
よ
う
に
、
一
方
の
極

に
お
い
て
一
町
歩
ま
で
の
零
細
所
有
者
の
大
群
　
　
総
戸
数
の
七
四
・
九
％



　
　
が
農
地
の
三
二
・
一
％
を
細
分
所
有
し
て
い
る
の
に
対
し
、
他
方
の
極
に
は
戸
数
で
三
・
二
％
を
占
め
る
に
遇
ぎ
な
い
極
少
数

の
五
町
歩
以
上
地
主
が
農
地
の
三
〇
％
を
集
中
し
て
い
る
、
三
八
五
万
戸
の
零
細
所
有
者
と
ニ
ハ
万
戸
の
地
主
の
所
有
面
積
が
ほ
ぽ

等
し
い
。

　
然
し
な
が
ら
地
主
的
所
有
の
集
中
は
総
耕
地
面
積
の
三
〇
％
に
止
っ
て
い
て
、
残
り
七
〇
杉
の
土
地
は
一
町
乃
至
三
町
歩
所
有
を

中
核
と
す
る
零
細
土
地
所
有
で
占
め
ら
れ
、
な
お
昭
和
十
六
年
　
　
二
十
年
に
お
い
て
は
総
耕
地
の
五
四
・
一
％
　
　
五
三
・
七
％

が
自
作
地
で
あ
っ
た
。
（
第
二
十
三
次
農
林
省
統
計
表
参
照
）
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
る
と
、
日
本
の
農
地
所
有
形
態
は
、
農
業
経
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

形
態
に
お
け
る
家
族
労
働
中
心
の
零
細
農
制
に
照
応
し
た
と
こ
ろ
の
農
家
的
零
細
土
地
所
有
だ
と
い
い
う
伽
。
　
　
　
．

　
か
く
の
ご
と
く
零
細
土
地
所
有
が
圧
倒
的
な
と
こ
ろ
で
、
不
在
地
主
の
所
有
地
全
部
と
在
村
地
主
所
有
地
を
内
地
一
町
歩
、
北
海

道
四
町
歩
に
限
定
し
、
そ
れ
以
上
の
所
有
地
部
分
を
解
放
し
て
現
小
作
人
に
買
取
ら
せ
て
自
作
化
す
る
と
い
う
の
が
「
農
地
改
革
」

な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
こ
の
改
革
の
結
果
と
し
て
、
一
町
歩
以
下
の
小
土
地
所
有
者
の
大
部
分
が
も
と
の
ま
ま
残
り
、
そ
の
上
新

ら
た
に
白
作
－
小
土
地
所
有
が
多
数
造
出
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
日
本
農
村
は
プ
チ
・
フ
ル
の
う
ち
で
も
最
も
お
く
れ
た
観
念
を
も
っ

小
土
地
所
有
者
　
農
氏
で
殆
ん
ど
充
満
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
が
改
革
前
の
そ
れ
よ
り

農
業
経
営
規
模
の
一
段
の
零
細
化
を
伴
っ
て
実
現
し
た
の
だ
か
ら
、
農
氏
は
土
地
は
得
た
が
正
当
な
意
味
で
の
自
営
自
立
の
自
作
農

に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
彼
等
は
自
家
の
農
業
経
営
以
外
の
も
の
に
煩
ら
な
け
れ
ば
立
ち
ゆ
か
な
い
農
民
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

程
度
の
差
は
あ
っ
て
も
何
も
の
か
に
隷
従
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
状
態
、
場
合
に
よ
っ
て
は
旧
来
の
隷
農
状
態
か
ら
さ
え
脱
し
き
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

な
い
状
態
に
あ
ろ
う
こ
と
も
当
然
考
え
ら
れ
る
、
ン
、
の
点
に
つ
い
て
は
し
ば
ら
く
措
い
て
改
革
に
よ
る
土
地
所
有
の
変
化
を
見
よ
う
。

　
農
地
改
革
の
立
案
に
あ
た
っ
て
一
番
困
っ
た
の
は
、
在
村
、
不
在
村
地
主
別
の
農
地
統
計
が
完
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
が
、

　
　
農
地
改
革
の
縞
果
の
二
三
に
つ
い
て
（
阿
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一
（
五
五
五
）



　
　
立
命
舘
経
済
掌
（
第
一
巻
・
第
五
・
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
（
五
五
六
）

殊
に
不
在
地
主
が
同
時
に
在
村
地
主
を
兼
ね
る
場
合
が
あ
る
た
め
に
、
所
有
規
模
別
に
在
村
地
主
数
を
確
定
し
え
な
い
点
、
と
所
有

面
積
中
の
自
作
地
と
小
作
地
と
を
区
分
す
る
資
料
が
奈
一
た
点
だ
と
ヅ
荒
る
。
ン
、
れ
ゆ
え
当
局
は
、
地
主
的
土
欝
有
の
幕

の
た
め
の
基
礎
と
な
る
確
実
な
統
計
資
料
な
し
に
、
さ
し
せ
ま
つ
て
改
革
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
農
地
改
革
記
録
委
員
会
の
担
当
者
は
次
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
「
農
地
所
有
に
関
す
る
正
確
な
調
査
統
計
、
殊
に
不
在
地
主
の
所
有
地
に
つ
い
て
は
昭
和
十
六
年
の
「
田
畑
所
有
状
況
調
査
」
以

外
の
も
の
が
栴
し
な
か
つ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
農
地
改
革
の
立
案
に
あ
た
つ
て
も
「
直
接
使
用
で
き
る
統
計
調
査
は
全
く
な
か
つ
た
し
、

信
頼
す
る
に
足
る
調
査
を
薪
に
行
う
余
裕
も
な
か
っ
た
の
で
既
存
の
統
計
を
利
用
し
て
間
接
に
推
定
す
る
よ
り
外
は
な
か
っ
た
。
そ

の
答
が
昭
和
十
九
年
度
農
林
統
計
小
作
地
面
積
の
八
割
に
当
る
約
二
百
万
町
歩
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
推
定
は
多
く
の
仮
定
を

含
ん
で
お
り
、
極
め
て
大
ま
か
な
推
定
と
し
て
見
ら
る
べ
き
数
字
で
あ
る
。
」
と
い
う
状
態
だ
っ
た
の
で
「
若
し
、
こ
れ
ら
の
統
計

を
検
討
す
る
な
ら
ば
、
解
放
見
込
面
積
二
百
万
町
歩
が
如
何
に
し
て
推
計
可
能
な
り
し
か
不
可
思
議
に
感
じ
る
の
が
当
然
」
だ
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

え
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
農
業
に
関
す
る
統
計
が
、
調
査
方
法
の
不
同
、
不
正
確
等
の
原
因
や
政
治
的
目
的
に
よ
る
拘
束
な
ど
の
た
め
に
、
計
数
が
必
ず
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

も
事
実
を
示
さ
ず
、
い
ろ
い
ろ
矛
盾
や
誤
差
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
学
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
だ
が
と
も
か
く
、
地
主

別
所
有
地
の
割
合
の
お
お
よ
そ
は
、
不
在
地
主
の
所
有
地
に
つ
い
て
の
唯
一
の
資
料
、
昭
和
十
六
年
の
「
田
畑
所
有
状
況
調
査
」
に

基
ず
い
た
推
算
で
作
ら
れ
た
、
第
５
表
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
ノ
し
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
不
在
地
主
の
所
有
地
は
総
耕
地
面
積
の
一

五
．
二
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
僅
か
な
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
不
在
地
主
も
ま
た
零
細
な
も
の
が
圧
倒
的
多
数
で
あ
る
。
十
六
年

の
同
じ
「
調
査
」
に
よ
る
と
不
在
地
主
約
一
〇
〇
万
人
の
う
ち
五
反
未
満
所
有
者
数
は
七
八
．
三
万
人
、
七
七
．
一
％
、
所
有
面
積
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２
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ユ

－
ｌ
ｉ
一

数
地
地

数
地
地

数
地
地

作
作

作
作

作
作

総
有
小

総
自
小

総
自
小

，

‘
、
ｉ
Ｉ
－

総
数

主
所
有

主
所
有

在
村
地

不
在
地

１

１

〉け
一

国全在現

３
．

２●１１
●

０２和昭

一
二
・
九
万
町
歩
、
二
四
・
七
％
、
五
反
　
　
一

町
歩
所
有
者
に
つ
い
て
は
、
人
数
一
三
・
五
万
、

二
二
・
三
劣
、
面
積
九
・
三
万
町
、
一
七
・
八
％

　
　
　
　
　
６
）

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
昭
和
二
・
士
二
年
一
月
一
日
現
在
で
、
農
林

省
は
全
国
の
農
地
委
員
会
を
通
じ
て
農
地
改
革
の

中
間
調
査
を
行
い
、
同
年
七
月
ま
で
に
三
回
の
報

告
を
さ
せ
て
解
放
見
込
両
積
を
確
定
し
た
が
、
こ

れ
が
「
農
地
改
革
完
遂
調
査
」
で
あ
る
。
農
地
改
革
は
原
則
と
し
て
昭
和
二
十
年
十
一
月
二
十
三
日
現
在
の
事
実
に
基
ず
い
て
行
わ

れ
た
か
ら
「
完
遂
調
査
」
は
、
二
十
三
年
に
お
い
て
農
地
委
員
会
が
可
能
な
限
り
二
十
年
当
時
に
遡
及
し
て
作
製
さ
れ
た
も
の
だ
が
、

そ
れ
（
第
６
表
）
に
よ
っ
て
見
て
も
在
・
不
在
村
地
主
の
所
有
地
割
合
は
第
５
表
の
そ
れ
と
大
差
な
い
の
ノ
し
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料

に
よ
っ
て
、
日
本
の
農
地
に
つ
い
て
の
所
有
の
形
態
が
大
体
知
ら
れ
る
。
第
一
に
そ
れ
は
農
業
の
家
族
的
経
営
に
照
応
す
る
農
氏
所

有
す
な
わ
ち
自
作
－
小
地
主
が
圧
倒
的
だ
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
従
っ
て
不
在
地
主
は
個
六
の
、
少
数
大
地
主
は
あ
っ
た
に
し
て

も
、
不
在
地
主
全
体
と
し
て
は
そ
の
所
有
地
も
戸
数
　
　
小
作
地
一
町
歩
以
上
所
有
の
も
の
七
万
戸
・
昭
二
〇
．
　
　
も
大
き
い
比

重
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
や
は
り
零
細
地
主
と
し
て
の
性
格
が
つ
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
但
し
こ
の
土
地
所
有
の
倭
小
形
態

は
、
所
有
の
封
建
的
性
格
を
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
土
地
所
有
に
関
す
る
信
頼
す
る
に
足
る
統
計
資
料
が
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
と
も
か
く
、
解
放
面
積
に
つ
い
て
は
第
７
表
の
よ
う
な

　
　
農
地
改
奉
の
縞
果
の
二
三
に
つ
い
て
（
阿
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
（
五
五
七
）
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立
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館
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六
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％
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倒
る

放
ぴ
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解
及
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町
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３
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）
　
）
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０
０
０
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軌
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０
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丁
、
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－
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計
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海
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ｐ
Ｄ

ｏ
ｏ

０３６９８５
計合

定搾のら

か
・、

頁
２
０

１
」

料資計統るす関に題間地農「局政農省林農

　
　
　
二
四
（
五
五
八
）

推
定
数
字
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
表

に
よ
る
と
、
解
放
を
予
定
さ
れ
る

在
村
地
主
の
所
有
地
二
三
二
万
六

千
町
歩
（
全
解
放
予
定
地
の
六
〇

劣
）
の
う
ち
三
町
以
上
地
主
の
所

有
地
は
二
二
一
万
三
千
町
歩
ま
で

を
占
め
る
、
従
っ
て
こ
の
地
主
階

層
の
所
有
地
は
四
三
万
四
千
町
歩
、

全
所
有
面
積
の
七
％
が
残
る
。
耕

地
三
町
歩
以
上
の
所
有
は
内
地
で

は
特
例
と
な
り
、
純
粋
寄
生
地
主

は
そ
の
存
在
の
地
盤
を
失
う
訳
で

あ
る
。
農
地
改
革
は
ほ
ぽ
こ
の
予

定
計
画
の
土
地
解
放
を
実
現
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
三
月
末
現
在
、
農
地
解
放
両
積
は
買
収
に
よ
る
も
の
一
七
八
．
二
万
余
町
歩
、

財
産
税
物
納
そ
の
他
管
理
換
に
よ
る
も
の
一
八
万
余
町
歩
、
二
者
合
計
一
九
六
万
八
千
余
町
歩
に
達
し
、
こ
れ
に
牧
野
、
未
墾
地
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
）

加
え
る
と
総
計
三
六
三
万
三
千
余
町
歩
ピ
な
る
、
総
農
用
地
六
二
四
万
五
干
町
歩
〇
五
八
咋
が
解
放
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
大
事
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
縞
果
は
、
不
在
地
主
の
貸
付
地
が
全
部
買
収
さ
れ
て
、
不
在
地
主
の
名
が
農
地
か
ら
消
え
去
っ



　
た
こ
と
と
、
自
作
農
主
義
が
土
地
所
有
と
農
業
経
営
の
一
層
の
綾
小
化
を
も
っ
て
拡
大
強
化
さ
れ
た
こ
と
、
こ
の
二
点
に
要
約
さ
れ

　
る
。
農
地
改
革
が
自
作
農
と
い
う
よ
り
小
土
地
所
有
農
の
創
出
に
遇
ぎ
な
い
と
こ
ろ
の
自
作
農
主
義
の
拡
大
強
化
で
あ
っ
た
当
然
の

　
緒
果
、
小
作
地
は
三
分
の
一
に
激
滅
し
、
白
作
地
は
約
一
・
五
倍
に
増
加
し
た
が
（
第
２
．
第
３
表
参
照
）
地
主
数
は
約
五
％
を
滅
じ

　
た
の
み
で
あ
る
。
（
第
ｍ
表
参
照
）
変
化
は
農
地
の
自
作
、
小
作
面
積
の
区
分
の
上
に
は
大
き
く
現
わ
れ
た
が
、
所
有
者
戸
数
の
上
に

　
は
殆
ん
ど
現
わ
れ
な
か
っ
た
。
叉
、
純
小
作
戸
数
は
五
分
の
一
以
下
に
激
滅
し
た
が
、
多
少
と
も
借
地
し
て
い
る
農
民
と
純
小
作
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
）

　
と
を
合
わ
せ
る
と
、
三
〇
〇
万
戸
（
昭
．
二
六
ニ
ニ
．
小
作
契
約
数
四
四
三
万
件
余
）
と
な
る
、
総
農
家
の
半
数
が
借
地
農
と
し
て
も
と

　
の
小
作
農
的
状
態
を
脱
し
き
れ
な
い
で
い
る
の
ノ
し
あ
る
。

　
　
農
地
所
有
の
変
化
に
関
連
し
て
自
小
作
別
経
営
面
積
の
増
滅
を
各
階
層
に
つ
い
て
見
る
た
め
、
第
二
六
次
農
林
省
統
計
表
、
世
界

．
農
業
セ
ン
サ
ス
に
よ
っ
て
集
計
し
た
、
第
８
表
を
次
ぎ
に
掲
げ
る
。
昭
和
二
十
四
年
三
月
現
在
に
お
け
る
農
地
再
分
配
の
一
結
果
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
　
田
畑
の
経
営
両
積
を
増
加
し
た
も
の
は
保
有
限
度
以
上
の
貸

　
）

　
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
付
地
を
も
つ
農
家
と
自
作
農
に
最
も
多
い
が
、
自
作
農
で
も
経
営
面
積
を
増
加
し
た
も

　
内

　
（

　
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
は
ン
、
○
全
戸
数
の
約
一
〇
劣
だ
け
で
あ
る
。
反
対
に
減
少
し
た
も
の
は
小
作
農
に
最

　
戸

、
滅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
多
く
そ
の
総
戸
数
の
殆
ん
ど
半
数
が
経
営
面
積
を
減
少
し
て
い
る
。
小
作
兼
自
作
農

　
増

　
積

　
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
も
滅
少
し
た
も
の
が
増
加
し
た
も
の
の
倍
以
上
に
及
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
借
地

　
営

　
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
っ
て
い
た
農
家
は
改
革
に
あ
た
っ
て
借
地
の
返
還
を
要
求
さ
れ
て
経
営
を
縮
少
し
、

　
８
表
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
作
農
は
所
有
名
義
を
与
え
ら
れ
て
経
営
地
の
多
く
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
全
農
家
と

　
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
は
そ
の
約
一
五
彩
が
経
営
面
積
を
増
加
し
二
〇
％
が
滅
少
し
た
こ
と
に
な
る
。
従

　
　
　
農
地
改
革
の
緒
果
の
二
三
に
つ
い
て
（
例
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
（
五
五
九
）

１
…
ｉ
　
　
　
，
１
　
，

の
農

」

戸
５

減
い
数

千
６

４
１

４
８

３
５

２
５

３
７

１
，
２

９

２

２

増
な
家

６
，
３

し
家

戸
９

少
農

千
３

６
２

３
７

５
０

５
９

０
４

２

２

３

２

減
た
数
１
、
　
　
　
■
－
　
　
１

１
●
１

酉
増
た
数
戸
３

営
を
し
家

千
８

９
７

９
４

３
２

４
８

０
２

２

ユ

１

ユ

８

経
積
加
農

１
■
；
，
　
　
　
　
　
　
　
　
□
１
　
　
　
　
　
－
－
■
■
　
　
　
　
　
　
　
　
１
■
’
－
１
－
↓
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
ｉ
　
ｉ
ｉ

以
所

農

農

農

農

計
■

度
地

限
付
家
作

作

作

、
パ

自

作

有
貸
農

保
上
有
自

自

、
刈

、
パ

合

終
戦
時
の
自
小
作
別



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
五
、
六
晋
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
五
六
〇
）

っ
て
平
均
二
戸
当
貸
付
地
両
積
も
第
９
表
の
よ
う
な
滅
少
を
示
し
で
い
る
。
内
地
で
は
大
体
三
　
　
五
反
の
貸
借
が
地
主
小
作
関
係

と
と
も
に
零
細
農
耕
を
支
え
て
い
る
。
こ
れ
は
第
－
表
に
示
さ
れ
た
経
営
零
細
化
の
具
体
的
内
容
の
一
つ
で
あ
る
。

）阻地付貸当戸一表９第

不
耕
作
地
主

耕
作
地
主

個
　
人
一
会
　
杜

終
戦
時

　
町
一
・
〇
五
　
町
（
三
・
七
七
）

　
一
・
九
二
（
一
五
二
二
六
）

　
三
二
二
一
（
八
五
二
三
）

昭
２
４
・
３
・
１

　
町
○
・
三
四
　
町
（
一
・
一
七
）

○
・
四
七
（
二
・
四
四
）

○
・
九
一
（
四
二
二
八
）

－

遣海北は字数のコツカ

　
地
主
戸
数
の
詳
細
は
第
１
０
表
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
農
家
地
主
は
内
地
で
約
十
万
戸
滅
、
北
海
道
で
千

四
百
余
戸
増
（
但
し
二
二
年
八
．
一
セ
ン
サ
ス
の
数
字
に
よ
る

と
一
万
余
戸
減
）
と
な
っ
て
い
る
。
非
農
家
地
主
は
内
地
北

海
道
と
も
に
徴
増
し
て
い
る
。
こ
れ
を
内
訳
し
て
み
る
と
、

減
少
率
の
最
も
低
い
の
は
五
反
　
　
一
町
層
で
あ
り
、
こ

の
層
を
中
心
に
両
極
に
向
っ
て
滅
少
卒
は
拡
大
し
て
い
る
。

第
１
０
表
　
　
地

主
戸
数
の
変
動
　
（
１
２
）

内
　
地

北
海
逆

地
　
主

総
戸
数

非
農
家

地
　
主

農

家
　
　
　
地

主
　
　
　
戸

数
　
　
（
経
営
規
模
別
）

計

不
耕
作
一
意

三
～五

反

五
評
；
「
誇
－
、
斎

一
、
二
八
二
、
五
一
九
一
三
、
菱
〇

　
二
〇
、
空
九
一
六
〇
七

　
　
　
　
一

一
、
麦
○
、
九
六
九
一

二
〇
、
…
三

茎
三

一
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

二
四
年
下
地
一
、
秀
、
六
毒
一
一
一
三
、
一
峯
、
茎
、
一
一
一
一
一
一
垂
一

二
一
百
下
北
笠
・
、
…
一
一
き
－
一
、
∴
－
一

；
西
、
四
二
九
一
美
、
六
茎

　
　
二
、
九
＝
西

三
九
〇
、
六
九
〇

　
二
、
三
八

二
菱
、
〇
六
二
：
七
、
尭
八

　
　
二
、
五
；
王

一
〇
九
・
塞
二
六
套
三
．
三
茜
二
八
一
一

　
」
引
二
・
三
五

；
一
八
、
二
六
一
塁
、
三
〇

　
　
二
、
八
王

一
一
副
二
一
訂

六
四
、
妻
ハ
三
、
二
茎

二
、
七
九
二
　
四
、
八
七
三

計
町
二
鵠

　
五
：

三
、
九
五
七
　
　
一
、
Ｏ
沌
九

至
二
、
；
元
ニ
ハ
、
究
七
、

三
、
菱
．
五
、
九
著

　
　
　
　
　
Ｌ

　
　
六
一
二

三
、
完
四
　
六
二
四

そ
れ
で
縞
局
耕
作
地
主
は
全
体
と
し
て
約
一
〇
劣
減
、
地
主
総
戸
数
で
は
約
五
％
滅
と
な
る
、
内
地
の
耕
作
地
主
に
あ
つ
て
は
総
計



一
一
五
万
戸
の
う
ち
六
〇
％
強
が
一
町
以
下
の
経
営
規
模
を
も
つ
も
の
ノ
し
あ
り
、
一
町
五
反
以
下
の
層
と
な
る
と
九
〇
％
に
も
達
す

る
。
ま
さ
に
零
細
地
主
と
零
細
経
営
の
維
持
強
化
を
結
果
し
た
農
地
改
革
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
１
一
九
五
二
．
一
一
二
二
１

（
註
）

仙
　
農
林
省
統
計
調
査
部
「
囲
畑
所
有
状
況
調
査
・
昭
和
十
六
年
囚
月
末
現
在
」
ニ
ニ
頁

　
　
　
北
海
道
を
除
い
た
全
国
で
は
玉
反
歩
未
満
に
属
す
る
零
紬
所
有
者
の
所
有
面
積
は
二
三
・
一
％
を
占
め
、
　
一
町
以
下
の
土
地
所
有
者
の
面
積
は

　
　
全
耕
地
の
囚
三
・
六
％
を
占
め
て
い
る
、
、
却
ち
八
七
・
三
％
の
田
の
所
有
者
（
総
数
五
四
二
・
五
万
人
）
が
総
因
面
積
の
四
三
．
六
％
を
持
っ
て

　
　
い
る
こ
と
に
な
る
。
本
邦
の
。
零
紬
土
地
所
有
関
係
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
、
一

回
　
自
作
主
義
に
１
よ
る
唯
一
の
効
果
は
、
小
作
農
が
自
作
化
す
る
こ
と
に
．
よ
っ
て
、
一
片
の
土
地
に
一
層
愛
漕
を
感
じ
る
よ
う
に
な
リ
、
保
守
的
と
な

　
　
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
る
、
、
…
…
…
農
民
を
防
共
の
堤
と
し
て
強
化
す
る
と
い
う
意
味
に
１
お
い
て
、
農
地
改
革
は
正
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
の
効
果

　
　
を
あ
げ
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
　
（
近
藤
康
男
著
・
農
地
改
革
の
誇
問
題
．
二
三
頁
）

　
　
　
目
本
の
農
地
改
革
は
、
そ
れ
が
第
二
次
大
戦
後
の
東
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
、
中
国
、
北
朝
鮮
な
ど
に
行
わ
れ
た
人
民
民
主
主
義
的
農
業
革
命
の
ま
さ
に

　
　
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
と
い
う
点
に
１
そ
の
基
本
的
性
格
が
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
、
（
栗
原
百
寿
著
・
現
代
Ｒ
本
農
業
論
．
五
九
頁
）

田
　
前
掲
・
農
地
改
革
顧
末
概
要
五
九
三
頁

ゆ
　
粟
原
百
寿
著
「
現
代
巨
本
農
業
論
」
六
一
頁
以
下
「
資
料
の
吟
味
」
参
照
、

伺
　
同
「
顧
末
概
要
」
六
〇
一
頁

ゆ
　
右
同
書
六
〇
二
頁

○
っ
　
右
同
書
六
〇
〇
頁
参
照

働
　
右
同
書
五
九
三
頁

側
　
農
林
省
農
地
課
編
「
昭
和
２
５
年
農
地
年
稚
」
一
九
五
頁
参
照

ｑ
ｏ
　
右
同
書
一
九
五
頁

は
リ
　
前
掲
「
顧
末
概
要
」
八
二
七
頁

胸
　
右
同
書
八
二
六
頁
参
照

　
　
農
地
改
章
の
緕
果
の
二
三
に
り
い
て
（
阿
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
（
五
六
一
）


